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一
、
は
じ
め
に

本
稿
の
主
題
と
な
る
「
最
勝
曼
荼
羅
」（
口
絵
8
）
は
絹
本
著
色
の
掛
幅
装
で
、

縦
三
三
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
〇
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
は
か

る
巨
幅
で
あ
る
。
五
副
一
鋪
で
、
絹
幅
は
左
か
ら
三
九
・
五
、
四
二
・
五
、
四

〇
・
三
、
四
二
・
八
、
三
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
画
絹
に
は
室
町
時
代
に

認
め
ら
れ
る
少
し
粗
さ
の
目
立
つ
絹
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
画
面
の
左
右
及
び

上
方
は
、
墨
書
の
記
さ
れ
た
位
置
な
ど
か
ら
見
て
も
、
多
少
切
り
詰
め
ら
れ
て

い
る
で
あ
ろ
う
。
描
写
を
見
る
と
、
肥
痩
の
目
立
つ
柔
ら
か
な
筆
致
の
墨
描
に

賦
彩
を
施
す
。
仏
菩
薩
の
肉
身
は
朱
線
で
描
き
起
こ
し
、
面
貌
の
賦
彩
は
、
群

青
の
髪
の
際
を
緑
青
で
ひ
く
な
ど
仏
画
の
常
套
を
省
略
す
る
こ
と
な
く
行
い
、

衣
な
ど
面
的
な
部
分
で
は
同
色
の
濃
淡
に
よ
っ
て
陰
影
を
つ
け
立
体
感
を
表
す

な
ど
、
一
見
あ
っ
さ
り
し
た
印
象
を
与
え
る
一
方
で
、
大
幅
な
が
ら
十
分
丁
寧

に
描
か
れ
た
優
作
と
い
え
よ
う
。

「
最
勝
曼
荼
羅
」
と
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
主
な
典
拠
と
す
る
曼
荼
羅

の
こ
と
で
、
大
乗
院
尋
尊
（
一
四
三
〇
〜
一
五
〇
八
）
の
記
録
で
あ
る
『
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
』
な
ど
、
室
町
時
代
の
興
福
寺
関
連
の
史
料
に
「
最
勝
曼
荼
羅
」

の
製
作
と
懸
用
が
確
認
で
き
る
。
そ
う
し
た
史
料
に
よ
れ
ば
、「
最
勝
曼
荼

羅
」
は
こ
の
時
期
興
福
寺
一
山
で
数
年
に
一
度
程
度
行
わ
れ
て
い
た
祈
雨
の
祈

禱
に
用
い
ら
れ
た
画
像
で
、
祈
禱
の
際
に
は
そ
の
都
度
『
金
光
明
最
勝
王
経
』

六
部
の
書
写
と
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
製
作
が
行
わ
れ
た
。
興
福
寺
に
お
け
る
「
最

勝
曼
荼
羅
」
の
製
作
と
懸
用
を
め
ぐ
っ
て
は
、
早
く
森
末
義
彰
氏
が
文
献
史
料

を
駆
使
し
て
そ
の
実
態
に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
1
）。
し
か
し
森
末

氏
の
論
考
で
は
具
体
的
な
実
作
例
へ
の
言
及
は
な
い
。

当
館
所
蔵
と
な
っ
た
「
最
勝
曼
荼
羅
」
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
そ
う
し
た

「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
現
存
作
例
と
見
做
せ
る
稀
有
な
画
像
で
あ
る
。
特
に
本
図

の
場
合
は
画
中
に
書
き
込
ま
れ
た
墨
書
に
よ
っ
て
製
作
の
経
緯
や
伝
来
が
明
ら

か
と
な
る
点
で
画
期
的
な
存
在
意
義
を
持
つ
と
い
え
る
。

本
稿
は
本
図
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
の
開
示
に
つ
と
め
、
美
術
史
の
み
な

ら
ず
、
中
世
史
や
仏
教
史
、
神
道
史
と
い
っ
た
関
連
す
る
諸
分
野
の
研
究
に
少

し
で
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
と
考
え
る
。

二
、
伝
来

ま
ず
本
図
の
伝
来
を
確
認
す
る
。
近
代
以
降
の
伝
来
に
関
す
る
資
料
を
尋
ね

る
と
、
本
図
は
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
川
崎
男
爵
家
第
二
回
売
立
目
録

『
長
春
閣
蔵
品
展
観
図
録
』（
昭
和
十
一
年
初
版
、
同
十
三
年
再
版
）
に
収
録
さ
れ

―
資
料
紹
介
―

新
所
蔵
の
「
最
勝
曼
荼
羅
」
に
つ
い
て
―
室
町
時
代
興
福
寺
の
祈
雨
本
尊
―

北

澤

菜

月

39 ���� 17・18 (2017)

／鹿園雑集　１７・１８号／１７・１８号／新所蔵の「最勝曼荼羅」について０３ 2017.01.31 16.02.01 Page 127



て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
崎
男
爵
家
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し

こ
こ
で
は
「
釈
迦
如
来
八
大
龍
王
図
」
の
名
が
与
え
ら
れ
、
本
図
を
「
最
勝
曼

荼
羅
」
と
す
る
認
識
は
な
い
。
こ
れ
を
遡
る
伝
来
に
関
す
る
史
料
は
知
ら
れ
な

い
が
、
本
図
で
は
、
画
面
中
の
上
方
に
一
筆
で
記
さ
れ
た
墨
書
（
図
1
）
が
、
こ

の
画
像
の
製
作
事
情
と
伝
来
に
つ
い
て
重
要
な
史
料
と
な
る
。
ま
ず
は
画
像
と

と
も
に
翻
刻
を
示
そ
う
。

【
墨
書
翻
刻
（
2
）】

﹇
向
か
っ
て
右
﹈

□
（
此
カ
）
本
□
（
尊
）
者
、
依
祈
雨
立
願
、
文
安
／
元
年
七
月
廿
八
日
、

於
興
福
寺
／
□
（
一
カ
）
日
畫
供
養
畢
、
七
僧
百
僧
／
導
師
権
別
当
権
僧
正
貞

兼
／
呪
願
権
大
僧
都
専
慶

﹇
同
左
﹈

立
野
豊
前
守
平
信
俊
、
頻
令
／
所
望
之
間
、
仰
別
会
五
師
訓
営
／
乞
請
学
侶
之

処
、
無
相
違
也
／
許
可
之
間
、
同
八
月
六
日
遣
／
信
俊
方
了
、
然
申
詫
〔
託
〕

宣
事
／
懇
望
之
間
、
同
書
遣
了
、
／
文
安
元
年
八
月
六
日
／
苾
蒭
一
叟
（
花

押
）

図1‐2

図1‐1
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中
央
に
記
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
三
社
託
宣
」
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
こ
と

に
し
、
ま
ず
左
右
の
墨
書
を
確
認
し
よ
う
。

墨
書
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
絵
画
は
祈
雨
の
本
尊
と
し
て
、

文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
七
月
二
十
八
日
、
興
福
寺
に
お
い
て
供
養
さ
れ
た
。
こ

の
と
き
百
の
僧
が
参
加
し
、
導
師
は
権
別
当
、
権
僧
正
の
松
林
院
貞
兼
、
呪
願

は
権
大
僧
都
専
慶
で
あ
っ
た
。
こ
の
絵
画
を
立
野
信
俊
が
し
き
り
に
所
望
し
た

た
め
、
別
会
五
師
の
訓
営
を
仰
ぎ
、
ま
た
学
侶
に
も
相
談
し
た
と
こ
ろ
許
可
が

得
ら
れ
た
。
そ
こ
で
同
年
八
月
六
日
に
信
俊
へ
そ
の
旨
を
伝
え
る
と
、
託
宣
を

記
す
こ
と
を
強
く
望
ん
だ
の
で
、
こ
こ
に
記
し
与
え
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

こ
の
墨
書
は
文
安
元
年
八
月
六
日
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
末
尾
の
花
押
（
3
）及
び
筆

跡
か
ら
、
大
乗
院
経
覚
（
一
三
九
五
〜
一
四
七
三
）
の
筆
と
判
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。応

永
二
年
（
一
三
九
五
）
に
九
条
経
教
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
同
十
四
年
に
出

家
、
十
七
年
に
は
興
福
寺
大
乗
院
主
と
な
っ
た
大
乗
院
経
覚
に
つ
い
て
は
、
そ

の
日
記
で
あ
る
『
経
覚
私
要
鈔
』
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
た
史
料
を
参
照
す
る
と
、
興
福
寺
で
祈
禱
の
た
め
に
作
ら

れ
た
絵
画
に
三
社
託
宣
を
書
き
加
え
て
譲
り
渡
す
と
い
う
、
経
覚
の
立
野
信
俊

に
対
す
る
格
別
の
対
応
は
、
両
者
の
懇
意
に
拠
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
立
野

氏
は
大
和
国
平
群
郡
立
野
（
現
・
奈
良
県
生
駒
郡
三
郷
町
）
を
本
拠
と
す
る
大
乗

院
方
の
国
民
で
、
経
覚
は
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
に
将
軍
足
利
義
教
の
不
興
を

買
っ
た
際
、
立
野
へ
逃
れ
て
い
る
。
こ
の
後
経
覚
は
三
年
と
少
し
の
間
立
野
に

滞
在
し
、
立
野
氏
と
の
交
流
を
深
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
贈
答
や
面
会

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
と
り
か
ら
経
覚
と
立
野
氏
の
懇
意
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
（
4
）。
文
安
元
年
の
七
月
末
と
い
え
ば
経
覚
が
筒
井
氏
と
対
立
す
る
さ
な

か
で
あ
り
、
経
覚
は
八
月
十
日
に
は
大
乗
院
内
に
築
か
れ
た
鬼
薗
山
城
へ
移
住

﹇
中
央
﹈

八
幡
大
菩
薩
／
銅
焔
雖
為
食
不
／
□
心

穢
人
之
物
／
銅
焔
雖
為
座
不
／
□
心
汚

人
之
□
／

天
照
皇
太
神
宮
／
謀
討
者
雖
為
眼
前
之

／
利
潤
必
当
神
明
罰
／
正
直
吉
雖
非
一

日
之
／
依
怙
終
□
日
月
憐
／

春
日
大
明
神
／
雖
曳
千
日
注
連
／
不
□

邪
見
□
家
／
雖
為
重
服
深
厚
／
必
□
慈

心
之
室

図1‐3
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し
て
い
る
（『
大
乗
院
日
記
目
録
』）。
親
し
い
存
在
で
あ
っ
た
立
野
氏
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
時
期
に
こ
の
よ
う
な
格
別
な
譲
渡
が
成
立
し
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
、
興
福
寺
一
山
の
祈
禱
の
た
め
に
製
作
さ

れ
た
絵
画
が
、
製
作
の
経
緯
と
そ
の
年
代
が
明
ら
か
な
か
た
ち
で
現
在
ま
で
伝

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

文
安
元
年
七
月
二
十
八
日
に
興
福
寺
で
行
わ
れ
た
供
養
に
つ
い
て
は
『
大
乗

院
日
記
目
録
』
の
同
日
の
項
に
「
最
勝
万
タ
ラ
図
絵
供
養
」
と
の
記
載
が
あ
り
、

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
も
こ
の
日
の
供
養
が
「
最
勝
曼
荼
羅
」
供
養
の
先

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
5
）、
こ
の
日
興
福
寺
に
お
い
て
、
本
図
を

本
尊
と
し
た
祈
雨
の
供
養
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
史
実
と
し
て
相
違
な
い
。
つ
ま

り
本
図
は
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
七
月
二
十
八
日
、
興
福
寺
で
「
最
勝
曼
荼

羅
」
と
し
て
製
作
供
養
さ
れ
た
絵
画
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
墨
書
に

よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
（
6
）。

三
、「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
製
作
と
懸
用

以
上
の
よ
う
に
大
乗
院
経
覚
に
よ
る
墨
書
の
記
述
か
ら
、
本
図
は
興
福
寺
に

お
け
る
祈
雨
祈
禱
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
画
幅
で
あ
り
、
日
記
類
を
参
照
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
本
図
が
「
最
勝
曼
荼
羅
」
に
あ
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
森
末
氏
の
研
究
に
拠
っ
て
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
。

中
世
興
福
寺
で
は
寺
領
の
安
定
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
祈
雨
の
祈
禱
が
行
わ
れ

た
。
郷
民
に
よ
っ
て
も
様
々
に
行
わ
れ
た
が
、
寺
内
で
は
学
侶
と
六
方
衆
を
主

体
と
し
た
興
福
寺
寺
門
に
よ
り
、「
深
密
五
講
」、「
百
座
仁
王
講
」
と
い
っ
た

様
々
な
講
問
や
、「
観
音
経
」
三
百
三
十
三
巻
、「
大
般
若
経
」、「
唯
識
三
十
頌
」

と
い
っ
た
様
々
な
経
論
の
読
誦
に
よ
っ
て
降
雨
が
祈
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
う
し

た
講
問
や
読
誦
は
、
水
源
で
あ
る
春
日
山
南
方
の
高
山
龍
王
池
、
唐
招
提
寺
の

龍
池
、
秋
篠
（
寺
）
の
龍
池
と
い
う
三
つ
の
水
神
に
僧
侶
が
群
参
し
、
読
誦
及
び

勤
行
を
行
う
こ
と
（「
三
方
入
」）
に
よ
り
果
遂
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
祈
禱
と
と
も
に
、
本
尊
画
像
を
用
い
る
祈
雨
祈
禱
と
し

て
『
大
般
若
経
』
書
写
と
「
十
六
善
神
像
」
の
製
作
及
び
供
養
、
そ
し
て
『
金

光
明
最
勝
王
経
』
書
写
と
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
製
作
及
び
供
養
も
、
そ
れ
ぞ
れ

一
連
で
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
祈
禱
は
経
典
書
写
と
絵
画
製
作
の
材
料
準
備
に

始
ま
る
も
の
で
、
経
済
面
に
お
い
て
も
人
的
側
面
に
お
い
て
も
、
経
論
の
読
誦

に
比
較
す
れ
ば
大
事
で
あ
る
。
な
か
で
も
特
に
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
書
写

と
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
製
作
供
養
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
尽
く
さ
れ
て
も
な

お
験
の
な
い
場
合
に
行
わ
れ
る
、
い
わ
ば
祈
雨
を
願
う
最
後
の
手
段
と
さ
れ
（
7
）、

し
た
が
っ
て
当
時
の
興
福
寺
で
は
最
も
厳
粛
で
大
規
模
な
祈
雨
祈
禱
で
あ
っ
た
。

寺
門
で
の
供
養
の
た
め
に
用
意
さ
れ
る
曼
荼
羅
は
長
さ
一
丈
（
約
三
メ
ー
ト
ル
）、

幅
五
尺
（
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
破
格
の
大
き
さ
で
あ
り
（
8
）、
そ
の
製
作
の

為
に
絵
所
座
に
用
意
さ
れ
る
経
費
は
、
例
え
ば
十
六
善
神
像
や
薬
師
如
来
像
で

は
五
千
貫
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
倍
の
一
万
貫
文
と
い
う
莫
大
な
も
の
で
あ
っ

た
（
9
）。
ち
な
み
に
こ
う
し
た
記
録
に
残
る
画
幅
の
法
量
と
本
図
の
法
量
が
近
似
し

て
い
る
こ
と
は
、
本
図
が
興
福
寺
一
山
の
祈
禱
に
用
い
ら
れ
た
い
わ
ば
正
統
の

最
勝
曼
荼
羅
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。

祈
禱
の
遂
行
は
、
学
侶
及
び
六
方
衆
の
集
会
に
よ
る
決
議
に
よ
っ
て
定
ま
り
、

寺
内
各
所
へ
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
差
配
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
興
福
寺
一
山
に

よ
る
「
大
般
若
経
」
書
写
と
「
十
六
善
神
像
」
製
作
に
つ
い
て
み
る
と
、
写
経

は
一
乗
院
・
大
乗
院
の
両
門
跡
と
別
当
（
寺
務
）
が
分
担
し
て
行
う
所
役
で
、
別

会
五
師
を
奉
行
と
し
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
10
）。
ま
た
写
経
用
の
料
紙
は
裏
面
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に
截
箔
を
散
ら
す
美
麗
な
体
裁
を
と
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
準
備
は
絵
師
が
担

っ
た
と
い
う
。
一
方
、
絵
画
製
作
に
つ
い
て
は
時
の
興
福
寺
別
当
が
担
当
し
、

そ
の
指
示
に
よ
っ
て
、
材
料
費
を
も
ら
い
受
け
る
か
た
ち
で
、
興
福
寺
絵
所
の

絵
師
が
本
尊
画
像
を
描
い
て
い
る
（
11
）。
例
え
ば
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
の
「
最

勝
曼
荼
羅
」
製
作
、
同
四
年
（
一
四
六
〇
）
の
「
十
六
善
神
像
」
製
作
の
際
は
、

い
ず
れ
も
別
当
・
大
乗
院
尋
尊
の
も
と
で
大
乗
院
方
絵
所
で
あ
る
吐
田
座
の
筑

前
法
眼
重
有
が
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
12
）。

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
書
写
と
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
製
作
も
同
様
に
、
決
議

の
の
ち
準
備
の
所
役
が
振
り
分
け
ら
れ
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
六
部
の
書
写
は
、

六
方
の
諸
院
家
が
そ
れ
ぞ
れ
各
一
部
の
書
写
を
担
当
し
た
（
13
）。
六
方
の
諸
院
家
と

は
、
奈
良
中
に
散
在
す
る
興
福
寺
下
の
院
家
や
僧
坊
を
「
戌
亥
・
丑
寅
・
辰

巳
・
未
申
・
菩
提
院
・
龍
華
院
」
の
六
つ
に
分
け
る
も
の
（
14
）で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

で
さ
ら
に
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
一
部
十
巻
の
書
写
が
振
り
当
て
ら
れ
た
。
そ

し
て
六
部
の
書
写
が
完
成
し
た
の
ち
に
「
最
勝
曼
荼
羅
」
が
描
か
れ
、
絵
画
が

完
成
す
る
と
高
山
の
龍
王
社
前
や
興
福
寺
金
堂
前
（
15
）と
い
っ
た
適
当
な
場
所
に
お

い
て
盛
大
な
供
養
が
行
わ
れ
た
。
絵
師
は
「
十
六
善
神
像
」
同
様
当
時
の
別
当

に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
特
に
「
最
勝
曼
荼
羅
」
製
作
の
よ
う
な
大

き
な
仕
事
に
つ
い
て
は
、
絵
所
間
で
の
競
合
が
あ
っ
た
こ
と
も
記
録
か
ら
分
か

る
。さ

て
、
肝
心
の
文
安
元
年
の
「
最
勝
曼
荼
羅
」
製
作
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』『
経
覚
私
要
鈔
』
と
も
の
こ
の
時
期
の
詳

し
い
記
録
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
絵
師
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
史
料
か
ら

は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
墨
書
を
含
め
た
本
図
の
存
在

そ
の
も
の
が
、
こ
の
時
の
供
養
の
実
態
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
で
き
よ
う
。
絵
師
を
想
定
す
る
に
は
、
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
五
月
二
十

日
の
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
尋
尊
が
、
祈
雨
最
勝
曼
荼
羅
の
図
絵
に
関
し

興
福
寺
寺
門
関
係
の
絵
画
製
作
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
が
参
考
に
な
る
。
尋

尊
は
「
寺
門
図
絵
事
、
於
絵
所
者
、
吐
田
方
・
芝
方
、
就
有
縁
別
会
五
師
申
付

之
者
例
也
、
隨
而
毎
度
両
座
致
競
望
事
也
、
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
別
当
と
の
つ
な
が
り
で
決
ま
る
場
合
が
あ
る
一
方
で
、
製
作
時
の
別

会
五
師
と
の
縁
に
よ
り
、
大
乗
院
方
で
あ
れ
ば
吐
田
座
、
一
乗
院
方
で
あ
れ
ば

芝
座
の
絵
師
が
つ
と
め
る
と
い
う
例
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
図
製
作
時
の

別
当
は
、
慈
恩
院
兼
暁
（『
興
福
寺
別
当
次
第
』）、
別
会
五
師
は
墨
書
に
あ
る
よ

う
に
訓
営
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
詳
細
は
微
力
ゆ
え
追
い
き
れ
な
い
が
、
当

時
活
動
し
て
い
た
絵
師
の
画
業
を
踏
え
て
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
頃
、
吐
田
座
の
画
系
を
担
っ
た
絵
師
と
す
れ
ば
、
既

出
の
筑
前
法
眼
重
有
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
重
有
は
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
に

は
仕
事
が
認
め
ら
れ
（「
不
動
像
」『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』）、
先
に
触
れ
た
よ
う

に
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
製
作
、
同
四
年
（
一
四
六
〇
）

に
「
十
六
善
神
像
」
製
作
を
担
っ
て
い
る
か
ら
、
文
安
元
年
度
の
仕
事
に
も
携

わ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
一
方
芝
座
で
は
、
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
の
興
福

寺
維
摩
居
士
坐
像
の
墨
書
に
「
惣
座
一
乗
院
方
絵
所
人
数
七
人
」
と
あ
る
う
ち

に
、
芝
と
し
て
観
盛
、
観
覚
、
観
尊
の
名
が
見
え
る
。
同
年
芝
座
は
除
病
薬
師

の
図
絵
に
携
わ
り
、
ま
た
東
金
堂
釈
迦
の
彩
色
に
つ
い
て
吐
田
座
と
争
論
す
る

な
ど
寺
内
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
ま
で
に
描

か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
芝
座
の
作
品
と
し
て
興
福
寺
に
「
大
般
若
十
六
善
神

像
」
が
伝
来
し
て
い
る
（
16
）（

図
2
）。
本
図
は
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
に
記
さ
れ

た
旧
裱
褙
墨
書
か
ら
「
芝
絵
所
」
が
描
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
製
作
の
下
限
は

画
中
の
題
号
を
記
し
た
東
院
光
暁
の
没
年
か
ら
推
し
量
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時

の
絵
師
に
つ
い
て
は
、『
古
画
備
考
』
に
宝
徳
年
間
（
一
四
四
九
〜
五
二
）
頃
、
経
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覚
に
よ
る
賛
を
持
つ
子
島
真
興
像
を
描
い
た
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
芝

観
深
と
す
る
見
方
が
あ
る
（
17
）。
し
か
し
、
興
福
寺
の
十
六
善
神
像
の
画
風
を
「
最

勝
曼
荼
羅
」
と
比
較
す
る
と
、
描
写
や
彩
色
に
は
や
や
隔
た
り
が
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
は
、
吐
田
座
の
作
例
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
本
図
の
処

遇
に
つ
い
て
経
覚
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
時
の
最
勝
曼

荼
羅
製
作
が
大
乗
院
方
に
近
く
行
わ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
本
図
は
大
乗
院
方
絵

所
で
あ
る
吐
田
座
の
重
有
、
あ
る
い
は
そ
の
一
世
代
上
の
絵
師
と
し
て
名
が
知

ら
れ
る
三
河
法
印
源
有
辺
り
の
作
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
本
図
を
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
描
か
れ
た
重
有
の

作
と
さ
れ
る
「
生
駒
宮
曼
荼
羅
」（
往
馬
大
社
所
蔵
）
の
画
風
と
比
較
し
て
み
る

と
、
景
観
描
写
を
主
と
す
る
本
格
的
な
著
色
画
で
あ
る
た
め
簡
単
で
は
な
い
が
、

た
と
え
ば
本
地
仏
の
描
写
と
「
最
勝
曼
荼
羅
」
上
方
の
円
相
の
仏
菩
薩
で
は
、

光
背
や
着
衣
の
描
写
形
式
に
共
通
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
同
一
の
絵
師
と
ま
で

は
言
い
難
い
が
、
同
時
期
の
吐
田
座
の
作
と
み
る
こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
る
（
18
）。

四
、
図
像
と
典
拠

で
は
本
図
が
「
最
勝
曼
荼
羅
」
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
踏
ま
え
て
、
図
像
を

確
認
し
て
い
こ
う
。

本
図
は
本
尊
画
像
に
相
応
し
く
中
尊
を
中
心
に
左
右
対
称
性
を
意
識
し
て
描

か
れ
た
画
像
で
あ
る
。
諸
尊
は
す
べ
て
波
立
つ
水
面
の
上
に
浮
か
ぶ
雲
上
に
位

置
す
る
。
中
尊
は
坐
像
の
釈
迦
如
来
で
、
表
面
に
水
波
の
立
つ
六
角
の
台
座
の

上
で
蓮
華
座
に
坐
す
。
右
手
は
胸
前
で
掌
を
み
せ
、
左
手
は
掌
を
上
に
し
て
膝

上
に
置
く
。
中
尊
の
手
前
左
右
に
立
つ
の
が
両
脇
侍
と
考
え
ら
れ
る
。
向
か
っ

て
右
の
菩
薩
形
は
、
左
手
で
幡
を
掲
げ
持
ち
、
右
手
は
胸
前
で
火
焔
宝
珠
を
載

せ
る
。
向
か
っ
て
左
の
菩
薩
形
は
、
左
手
は
胸
前
で
三
弁
の
火
焔
宝
珠
を
載
せ
、

右
手
に
三
鈷
剣
を
持
つ
。
こ
の
二
菩
薩
の
前
に
左
右
対
称
に
位
置
す
る
の
は
、

梵
天
・
帝
釈
天
で
あ
ろ
う
。
向
か
っ
て
右
は
、
左
手
を
腹
前
で
握
り
、
右
手
で

三
鈷
杵
を
持
つ
帝
釈
天
、
左
は
左
手
に
鏡
、
右
手
は
胸
前
で
一
・
二
指
を
捻
る

梵
天
で
あ
る
。
脇
侍
の
二
体
は
稀
な
図
像
で
は
あ
る
が
、
三
鈷
剣
と
三
弁
宝
珠

の
組
合
せ
は
、
通
常
三
弁
宝
珠
が
蓮
華
上
に
載
る
も
の
の
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
虚

空
蔵
院
の
虚
空
蔵
菩
薩
と
一
致
し
、
一
方
の
菩
薩
の
幡
と
火
焔
宝
珠
と
い
う
持

物
の
組
合
せ
は
、
や
は
り
通
常
火
焔
宝
珠
が
蓮
華
上
に
載
る
も
の
の
、
三
方
幢

を
持
物
と
す
る
胎
蔵
界
曼
荼
羅
地
蔵
院
の
地
蔵
菩
薩
に
近
い
。
よ
っ
て
こ
の
両

菩
薩
に
つ
い
て
は
一
応
、
地
蔵
菩
薩
と
虚
空
蔵
菩
薩
に
比
定
し
て
お
く
こ
と
に

し
た
い
。
な
お
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
よ
る
地
蔵
・
虚
空
蔵
菩
薩
の
造
像
は
、

天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
に
光
明
皇
后
が
発
願
し
東
大
寺
講
堂
に
安
置
し
た
と

い
う
一
丈
の
像
（『
東
大
寺
要
録
』
巻
第
四
）
が
早
い
例
と
し
て
知
ら
れ
る
（
19
）。

続
い
て
周
囲
の
天
部
等
を
見
る
。
ま
ず
最
前
列
の
八
名
の
王
形
は
、
う
ち
七

名
の
上
半
身
に
龍
が
巻
き
付
き
、
も
う
一
名
も
水
に
ま
つ
わ
る
持
物
で
あ
る
か

図2 大般若十六善神像（興福寺）

44

／鹿園雑集　１７・１８号／１７・１８号／新所蔵の「最勝曼荼羅」について０３ 2017.02.07 18.09.59 Page 132



ら
、『
法
華
経
』な
ど
に
説
か
れ
る
八
大
龍
王
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し

後
に
触
れ
る
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
古
例
と
み
な
さ
れ
る
京
都
・
現
光
寺
本
（
図

3
）
で
は
龍
王
は
五
体
で
あ
り
、
む
し
ろ
主
た
る
典
拠
で
あ
る
『
金
光
明
最
勝

王
経
』
に
登
場
す
る
龍
王
を
表
す
と
こ
ろ
か
ら
展
開
し
た
図
像
と
考
え
ら
れ
る
（
20
）。

中
央
向
か
っ
て
左
は
大
き
な
水
瓶
か
ら
水
を
流
す
姿
、
右
は
左
手
か
ら
水
が
溢

れ
出
し
、
右
手
に
持
つ
葉
に
は
水
瓶
か
ら
流
れ
出
し
た
水
が
か
か
る
。
向
か
っ

て
右
手
前
は
や
は
り
水
瓶
か
ら
水
を
流
す
姿
、
そ
の
う
し
ろ
の
一
方
は
龍
の
か

た
ち
を
し
た
奇
石
を
捧
げ
持
つ
姿
、
一
方
は
笏
を
持
つ
姿
で
あ
る
。
向
か
っ
て

左
手
前
は
五
つ
の
宝
珠
を
の
せ
た
盆
を
持
つ
姿
、
そ
の
う
し
ろ
の
一
方
は
掌
か

ら
水
が
溢
れ
出
し
そ
の
上
に
三
つ
の
宝
珠
が
踊
る
。
も
う
一
方
は
右
手
に
持
っ

た
宝
珠
の
頂
か
ら
水
が
飛
び
出
し
、
左
手
の
盆
の
上
に
は
波
立
つ
水
面
が
現
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
水
神
と
し
て
の
性
格
を
直
接
的
に
伝
え
る
図
像
で
あ
る
。

後
方
の
四
体
は
い
ず
れ
も
女
神
形
で
あ
る
。
向
か
っ
て
右
奥
は
、
左
手
で
赤

子
を
抱
き
、
右
手
に
石
榴
を
持
つ
訶
梨
帝
母
、
そ
の
前
は
八
臂
で
杵
、
弓
、
羂

索
（
か
）、
宝
珠
、
輪
宝
、
矢
、
宝
棒
、
三
鈷
剣
を
持
物
と
す
る
姿
で
『
金
光
明

最
勝
王
経
』
に
説
く
持
物
の
八
臂
弁
才
天
と
見
ら
れ
る
。
向
か
っ
て
左
奥
は
蓮

華
の
開
く
宝
瓶
を
両
手
で
持
つ
姿
の
女
神
、
そ
の
前
は
右
手
を
下
げ
、
左
手
で

宝
珠
を
持
つ
吉
祥
天
と
見
ら
れ
る
。
宝
瓶
を
も
つ
女
神
形
は
図
像
か
ら
堅
牢
地

神
に
比
定
さ
れ
よ
う
（
21
）。
堅
牢
地
神
に
女
神
形
の
あ
る
こ
と
は
『
金
光
明
最
勝
王

経
』
に
記
述
が
あ
り
、『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』
に
「
堅
牢
地
神
善
女
天
」
と
記

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
奈
良
時
代
か
ら
表
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

残
り
は
六
体
の
天
部
形
で
、
四
天
王
と
二
天
で
あ
る
。
両
脇
侍
の
前
後
に
二

体
ず
つ
立
つ
の
が
四
天
王
で
あ
る
。
向
か
っ
て
右
手
前
か
ら
緑
色
身
で
右
手
に

剣
を
持
つ
持
国
天
、
左
手
前
が
赤
色
身
で
右
手
に
三
叉
戟
を
持
つ
増
長
天
、
そ

の
後
方
に
赤
色
身
で
左
手
に
巻
子
、
右
手
に
筆
を
持
つ
広
目
天
、
右
奥
が
青
色

身
で
左
手
に
宝
塔
、
右
手
に
戟
を
持
つ
多
聞
天
で
あ
る
。
左
右
と
も
四
天
王
の

後
方
に
立
つ
二
天
は
、
向
か
っ
て
右
は
赤
色
身
で
、
胸
前
に
両
手
で
三
鈷
杵
を

持
つ
天
部
、
左
は
赤
色
身
で
右
手
に
三
叉
戟
、
左
手
は
腹
前
で
一
・
二
指
を
捻

る
姿
で
あ
る
。
こ
の
二
天
の
う
ち
向
か
っ
て
左
に
立
つ
天
部
に
つ
い
て
は
、

「
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
厨
子
絵
」（
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
）
の
奥
壁
向
か
っ
て
左
に

表
さ
れ
る
天
部
と
身
色
を
含
め
た
図
像
が
一
致
す
る
。
こ
の
天
部
は
『
十
巻

抄
』
な
ど
の
記
述
か
ら
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
説
か
れ
、
日
本
で
も
奈
良
時

代
に
は
造
像
例
が
認
め
ら
れ
る
正
了
知
大
将
（
僧
慎
爾
耶
叉
大
将
）
に
比
定
さ
れ

て
お
り
（
22
）、
本
図
の
こ
の
姿
も
ひ
と
ま
ず
正
了
知
大
将
と
い
え
よ
う
。
向
か
っ
て

右
に
立
つ
天
部
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
や
は
り
『
金
光
明
最
勝

王
経
』
に
正
了
知
大
将
の
図
像
と
し
て
「
手
に
鉾
�
を
執
る
」
と
あ
る
の
が
想

起
さ
れ
る
（
23
）。

そ
し
て
上
方
で
は
、
中
心
方
向
へ
身
体
を
向
け
る
六
体
の
仏
菩
薩
が
、
そ
れ

ぞ
れ
円
相
中
に
坐
し
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
か
ら
右
手
を
下
げ
、
左
手
で
衣
端

を
握
る
如
来
、
左
手
は
胸
前
で
宝
珠
を
持
ち
、
右
手
は
施
無
畏
印
を
取
る
菩
薩
、

右
腕
は
屈
臂
し
て
掌
を
差
し
出
し
、
左
手
は
胸
前
で
衣
端
を
握
る
如
来
形
で
あ

る
。
続
い
て
は
定
印
を
執
る
如
来
、
右
手
に
独
鈷
杵
、
左
手
は
腹
前
で
握
る
菩

薩
形
、
左
手
は
衣
端
を
握
り
、
右
手
を
差
し
出
す
如
来
形
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

四
体
の
如
来
形
は
図
像
か
ら
、
向
か
っ
て
右
か
ら
天
鼓
雷
音
、
宝
幢
、
無
量
寿
、

開
敷
華
王
の
胎
蔵
界
四
仏
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
図
に
登
場
す
る
諸
尊
は
基
本
的
に
『
金
光
明
最
勝
王

経
』
に
登
場
す
る
主
た
る
尊
格
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
こ
こ
で
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
造
形
に
つ
い
て
時
代
を
追
っ
て
確
認
す

る
こ
と
は
し
な
い
が
、
奈
良
時
代
に
は
南
都
で
表
さ
れ
て
い
た
『
金
光
明
最
勝

王
経
』
に
基
づ
く
像
容
が
室
町
時
代
ま
で
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
一
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方
で
上
方
の
円
相
に
金
剛
界
四
仏
を
表
す
な
ど
密
教
図
像
が
あ
わ
せ
て
組
み
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
平
安
時
代
、
請
雨
法
に
用
い
ら
れ
た
石
清

水
八
幡
宮
の
「
黒
漆
八
角
宝
珠
箱
」（
平
安
時
代
・
十
二
世
紀
（
24
））
は
、
一
部
に
本
図

と
同
様
の
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
も
と
づ
く
図
像
を
採
用
し
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
平
安
時
代
の
密
教
下
に
お
け
る
請
雨
法
な
ど
と
も
交
わ
り
な
が
ら
図
像

が
展
開
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
最
勝
曼
荼
羅
の
図
像
展
開
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

さ
て
、
こ
う
し
た
本
図
の
図
像
構
成
は
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
記
録
か

ら
、
図
像
的
に
も
、
室
町
時
代
、
お
お
む
ね
興
福
寺
の
正
統
で
あ
っ
た
こ
と
が

史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
本
図
の
製
作
よ
り
五
十
年
ほ
ど
下
る
『
大
乗
院
寺
社

雑
事
記
』
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
七
月
三
日
条
に
は
、
以
下
の
と
お
り
「
最
勝

曼
荼
羅
」
の
図
像
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
最
勝
万
陀
羅
図
絵
事
、
召
大
輔
法
橋
仰
付
之
、
寺
門
本
持
参
〈
割
註
〉
五

ハ
バ
也
、
是
ヲ
一
ハ
バ
ニ
可
沙
汰
旨
仰
付
了
、
本
尊
尺
迦

文
殊

普
賢

梵

天

帝
尺

八
大
龍
王

弁
才
天

カ
リ
帝
母

吉
祥
天
女

四
天

二
天

六
佛

此
等
之
尊
形
各
在
之
、
代
三
貫
文
之
由
申
入
之
、」

こ
れ
は
寺
門
す
な
わ
ち
興
福
寺
一
山
で
製
作
さ
れ
る
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
五

分
の
一
の
縮
小
版
製
作
を
、
尋
尊
が
松
南
院
座
の
大
輔
法
橋
清
賢
に
命
じ
た
時

の
記
録
で
あ
る
が
、
尊
像
構
成
に
つ
い
て
、
本
尊
は
釈
迦
如
来
で
他
に
文
殊
菩

薩
、
普
賢
菩
薩
、
梵
天
、
帝
釈
天
、
八
大
龍
王
、
弁
才
天
、
訶
梨
帝
母
、
吉
祥

天
、
四
天
王
、
二
天
、
そ
し
て
六
仏
が
描
か
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本

図
に
比
較
す
る
と
、
両
脇
侍
が
図
像
的
に
地
蔵
・
虚
空
蔵
菩
薩
に
比
定
さ
れ
る

点
や
、
女
神
形
の
天
部
一
体
に
つ
い
て
記
述
が
な
い
点
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

上
方
の
六
仏
も
あ
わ
せ
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
図
像
は
概
ね
本
図
に
一
致
す
る
と

い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
先
に
述
べ
た
墨
書
か
ら
分
か
る
伝
来
、
法
量
と
と
も

に
、
図
像
面
か
ら
も
本
図
は
興
福
寺
の
正
統
に
属
す
る
「
最
勝
曼
荼
羅
」
と
い

う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

な
お
図
像
集
類
を
ひ
も
と
く
と
『
諸
尊
図
像
』
に
は
「
最
勝
王
経
教
主
」
と

し
て
蓮
台
上
の
釈
迦
を
中
心
に
、
雲
上
の
吉
祥
天
像
と
毘
沙
門
天
像
を
描
く
図

像
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
画
幅
と
し
て
礼
拝
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で

は
な
い
。
本
図
に
先
行
す
る
現
存
の
類
例
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
最

近
の
調
査
の
際
に
発
見
さ
れ
た
京
都
・
現
光
寺
の
「
最
勝
曼
荼
羅
」（
図
3
）
が

小
幅
な
が
ら
絹
本
著
色
の
緻
密
な
作
で
鎌
倉
時
代
に
遡
る
ほ
か
、
徳
島
・
東
福

寺
に
も
釈
迦
を
中
心
と
し
た
同
系
統
の
図
像
で
、
最
勝
曼
荼
羅
と
み
な
さ
れ
る

室
町
時
代
の
絹
本
画
像
が
伝
存
し
て
い
る
。
た
だ
し
本
図
を
含
め
た
こ
れ
ら
の

画
像
は
、
基
本
と
し
て
釈
迦
を
中
心
と
し
、
梵
釈
四
天
王
と
女
神
形
の
天
部
、

龍
王
が
配
置
さ
れ
る
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
基
づ
い
た
図
像
で
あ
る
と
い
う

共
通
が
あ
る
も
の
の
、
差
異
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
含
め
た
「
最
勝
曼
荼

羅
」
の
図
像
展
開
に
つ
い
て
は
今
後
丁
寧
に
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
25
）。 図3 最勝曼荼羅（現光寺）

近赤外線撮影画像
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五
、
三
社
託
宣
の
古
例
と
し
て

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
図
は
興
福
寺
一
山
で
祈
雨
の
本
尊
と
し

て
懸
用
さ
れ
た
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
遺
例
と
し
て
、
現
存
す
る
稀
有
な
作
例
で

あ
り
、
そ
の
図
像
は
祈
雨
本
尊
画
像
の
、
室
町
時
代
南
都
に
お
け
る
図
像
展
開

を
示
す
意
味
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
室
町
時
代
を
中
心
に
詳
し
い
活

動
が
知
ら
れ
る
南
都
絵
所
に
よ
る
大
作
と
し
て
の
希
少
価
値
も
高
い
。

さ
ら
に
本
図
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
画
面
上
方
の
中
央
に
記
さ
れ
た
三
社
託

宣
で
あ
る
。
三
社
託
宣
は
通
例
、
天
照
大
神
を
中
心
に
、
八
幡
神
及
び
春
日
明

神
の
神
号
を
左
右
に
配
し
、
さ
ら
に
三
神
に
よ
る
託
宣
を
神
号
の
下
に
書
き
記

し
た
も
の
で
、
そ
の
託
宣
は
天
照
で
は
正
直
、
八
幡
は
清
浄
潔
白
、
春
日
は
慈

悲
を
尊
ぶ
内
容
を
持
ち
、
武
家
を
中
心
と
し
た
社
会
に
よ
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
、

戦
国
か
ら
江
戸
時
代
を
中
心
に
よ
く
流
布
し
た
。

そ
の
成
立
に
つ
い
て
、『
華
頂
要
略
』
中
絶
諸
門
跡
伝
で
は
、
南
北
朝
時
代
に

東
大
寺
別
当
を
勤
め
た
東
大
寺
東
南
院
主
・
聖
珍
法
親
王
が
、
庭
池
に
浮
か
び

上
が
る
こ
の
文
を
感
得
し
た
と
い
う
。
こ
の
説
に
つ
い
て
は
伝
説
化
が
否
め
な

い
が
、
永
島
福
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
神
々
に
よ
る
託
宣
は
、
起
請
文

な
ど
に
各
々
十
四
世
紀
に
は
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
五
世
紀
初
頭
に
は
、

か
な
り
整
理
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
い
、
三
社
託
宣
の
成
立
時
期
は

伝
説
に
違
わ
ぬ
南
北
朝
時
代
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
26
）。

本
図
に
三
社
託
宣
を
記
し
た
経
覚
は
、
三
社
託
宣
の
揮
毫
付
与
を
行
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
人
物
で
、『
経
覚
私
要
鈔
』
の
紙
背
文
書
に
も
、
三
社
託
宣
揮
毫

の
反
古
が
多
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
三
社
託
宣
が
整
理
さ
れ
て
い
く

時
代
に
生
き
、
多
数
の
揮
毫
を
し
た
経
覚
は
、
三
社
託
宣
の
成
立
と
流
布
を
知

る
上
で
非
常
に
重
要
な
人
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ

ま
で
に
経
覚
自
筆
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
三
社
託
宣
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

花
押
と
筆
跡
に
よ
り
経
覚
筆
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
り
、
さ
ら
に
執
筆
の
経

緯
や
年
代
も
明
ら
か
な
こ
の
託
宣
は
、
三
社
託
宣
に
関
す
る
研
究
に
と
っ
て
も

有
益
な
史
料
と
な
ろ
う
（
27
）。
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
記
さ
れ
た
託
宣
が
最
も

流
布
し
た
、
い
わ
ゆ
る
定
型
と
少
し
異
な
っ
て
い
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。

六
、
今
後
の
課
題

本
稿
で
は
本
図
の
基
本
的
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
。
先
学
の
学
恩

に
よ
っ
て
本
図
の
史
的
位
置
を
述
べ
た
に
過
ぎ
ず
、
不
足
や
誤
認
に
つ
い
て
は

御
叱
正
を
乞
い
た
い
。「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
図
像
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の

か
、
時
代
的
に
前
後
す
る
時
期
の
祈
雨
に
か
か
わ
る
仏
教
儀
礼
と
の
関
わ
り
や
、

周
辺
の
展
開
な
ど
と
あ
わ
せ
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
室
町
時

代
南
都
絵
所
に
よ
る
基
準
的
作
例
と
し
て
、
表
現
様
式
に
関
す
る
考
察
も
進
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
少
な
い
な
が
ら
鎌
倉
〜

室
町
時
代
に
遡
る
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
作
例
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
図
と
の
比

較
を
含
め
た
考
察
を
行
う
必
要
も
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
最
勝
曼
荼
羅
を
め
ぐ

る
今
後
の
課
題
は
多
い
。
本
稿
で
触
れ
得
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
改
め
て

具
体
的
な
考
察
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
き
た
ざ
わ

な
つ
き
／
奈
良
国
立
博
物
館
研
究
員
）

注（
1
）
森
末
義
彰
「
祈
雨
祈
禱
と
そ
の
本
尊
図
絵
の
問
題
」『
中
世
の
社
寺
と
芸
術
』
畝
傍

書
房
、
一
九
四
一
年
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
復
刊
）。
ま
た
、
赤
田
光
男

「
中
世
大
和
興
福
寺
の
祈
雨
儀
礼
」『
日
本
文
化
史
研
究
』
第
三
七
号
、
帝
塚
山
大

学
日
本
文
化
史
学
会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
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（
2
）
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
藤
原
重
雄
氏
、
当
館
学
芸
部
野
尻

忠
氏
、
同
斎
木
涼
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
3
）
例
え
ば
原
本
で
あ
る
内
閣
文
庫
本
『
経
覚
指
要
鈔
』
の
花
押
な
ど
と
一
致
す
る
。

（
4
）
立
野
氏
と
経
覚
の
交
流
に
つ
い
て
は
、「
中
世

立
野
の
登
場
」（『
三
郷
町
史
』
一

九
七
六
年
）
参
照
。

（
5
）
例
え
ば
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
五
月
六
日
条
に
は
、

こ
の
時
計
画
さ
れ
て
い
た
芝
座
を
絵
師
と
し
た
祈
雨
最
勝
曼
荼
羅
の
製
作
と
各
所

に
よ
る
六
部
最
勝
王
経
の
書
写
に
関
し
て
、（
写
経
の
）
料
紙
代
を
誰
が
負
担
す
る

か
に
つ
い
て
先
例
を
尋
ね
る
な
か
で
、
嘉
吉
四
年
す
な
わ
ち
文
安
元
年
七
月
二
十

八
日
の
供
養
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
文
安
元
年
七
月
二
十
八
日
に
最
勝

曼
荼
羅
と
最
勝
王
経
の
供
養
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
時

の
料
紙
代
は
南
院
法
橋
泰
祐
が
負
担
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
6
）
墨
書
に
「
□
（
一
カ
）
日
畫
供
養
畢
、」
と
あ
る
が
、
類
例
と
し
て
、
宝
徳
三
年

（
一
四
五
一
）
六
月
の
最
勝
曼
荼
羅
供
養
に
関
す
る
文
書
（「
一
日
図
絵
最
勝
曼
陀

羅
供
請
僧
廻
請
」『
春
日
神
社
文
書
』）
に
「
一
日
図
絵
最
勝
曼
陀
羅
」
と
の
記
述

が
あ
る
。

（
7
）
『
経
覚
私
要
鈔
』
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
閏
八
月
三
日
条
「
去
月
比
炎
旱
過
法

之
間
、
祈
雨
事
学
侶
老
若
三
方
入
以
下
盡
篇
候
、
結
句
沙
汰
六
部
最
勝
頓
写
事
、

籠
願
書
於
社
頭
之
處
、
則
降
雨
普
潤
満
足
間
、
以
吉
日
可
令
果
遂
候
、」

（
8
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
十
月
二
十
一
日
条
。

（
9
）
『
多
聞
院
日
記
』
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
卯
月
二
十
二
日
条
。

（
10
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
三
月
十
八
日
条
。

（
11
）
興
福
寺
絵
所
は
基
本
と
し
て
二
大
院
家
で
あ
る
大
乗
院
、
一
乗
院
の
い
ず
れ
か
に

属
し
、
院
家
か
ら
給
田
な
ど
の
か
た
ち
で
御
恩
を
拝
領
し
た
。
そ
の
た
め
院
家
か

ら
の
指
示
の
場
合
に
よ
る
製
作
の
場
合
に
は
、
絵
具
代
な
ど
の
必
要
な
材
料
費
を

受
け
取
り
、
製
作
に
あ
た
っ
た
。『
中
世
の
社
寺
と
芸
術
』
参
照
。

（
12
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
六
月
十
日
条
。『
寺
院
細
々
引

付
』
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
三
月
二
十
三
日
条
。
な
お
、
重
有
は
ほ
か
に
康
正

二
年
（
一
四
五
六
）
に
生
駒
宮
曼
荼
羅
（
往
馬
大
社
所
蔵
）
を
描
い
た
こ
と
な
ど

が
知
ら
れ
る
。

（
13
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
六
月
八
日
条
「
六
部
ノ
金
光

明
最
勝
王
経
、
六
方
に
一
部
ヅ
ツ
書
之
、
龍
花
院
方
料
紙
清
賢
寺
主
今
度
沙
汰

云
々
、」

（
14
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
七
月
九
日
条
、
八
月
十
三
日

条
。

（
15
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
六
月
八
日
条
「
最
勝
万
陀
羅

図
絵
於
金
堂
前
供
養
」

（
16
）
平
田
寛
「
興
福
寺
の
大
般
若
十
六
善
神
図
」『
大
和
文
化
研
究
』
九
五
号
（『
絵
仏

師
の
作
品
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
九
年
所
収
）

（
17
）
室
町
時
代
の
南
都
絵
所
に
つ
い
て
は
森
末
義
彰
『
中
世
の
社
寺
と
芸
術
』
畝
傍
書

房
、
一
九
四
一
年
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
復
刊
）、
河
原
由
雄
「
南
都
絵
所

の
ゆ
く
え
」（『
奈
良
県
史

第
十
五
巻

美
術
工
芸
』
一
九
八
六
年
）
を
大
い
に

参
照
し
た
。

（
18
）
た
だ
し
、
例
え
ば
芝
絵
所
に
よ
る
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
以
前
制
作
の
「
大
般

若
十
六
善
神
像
」（
図
2
）
を
、
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
に
芝
観
舜
が
描
い
た

「
當
麻
寺
の
當
麻
曼
荼
羅
（
文
亀
本
）」
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
画
風
に
隔
た
り
が

あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
七
十
年
の
時
代
差
や
図
像
や
製
作
環
境
の
違
い
な
ど
と

い
っ
た
要
素
も
あ
る
が
、
同
じ
絵
所
座
が
ど
の
程
度
画
風
を
共
有
・
継
承
し
た
か

に
つ
い
て
は
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
19
）
亀
田
孜
「
吉
祥
天
像
と
金
光
明
経
の
美
術
」『
薬
師
寺
（
近
畿
日
本
叢
書
五
）』
一

九
六
五
年
（『
日
本
仏
教
美
術
史
叙
説
』
学
芸
書
林
、
一
九
七
〇
年
所
収
）

（
20
）
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
「
四
天
王
護
国
品
」
に
は
無
悩
池
龍
王
・
大
海
龍
王
の

二
龍
王
が
、「
如
意
宝
珠
品
第
十
四
」
に
は
末
那
斯
龍
王
・
電
光
龍
王
・
無
熱
池
龍

王
・
電
舌
龍
王
・
妙
光
龍
王
の
五
龍
王
が
登
場
す
る
。

（
21
）
近
世
に
記
録
さ
れ
た
「
最
勝
曼
荼
羅
」
の
図
像
（
後
述
）
で
は
近
い
図
像
で
表
さ

れ
た
女
神
が
「
堅
牢
地
神
」
と
さ
れ
る
ほ
か
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
拠
る
図
像

を
描
く
「
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
厨
子
絵
」（
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
）
の
奥
壁
下
方
む
か

っ
て
右
の
堅
牢
地
神
に
比
定
さ
れ
る
女
神
は
大
き
な
鉢
を
捧
持
し
て
お
り
、
図
像

に
共
通
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
22
）
林
温
「
旧
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
厨
子
を
め
ぐ
る
問
題
」『
仏
教
芸
術
』
一
六
九
号
、
一

九
八
六
年
。

（
23
）
『
金
光
明
最
勝
王
経
』「
僧
慎
爾
耶
叉
大
将
品
第
十
九
」。

（
24
）
泉
武
夫
「
黒
漆
八
角
宝
珠
箱
の
金
銀
泥
絵
像
と
そ
の
意
味
」『
仏
教
芸
術
』
三
一
二

号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
。

（
25
）
近
世
の
作
例
と
し
て
、
管
見
で
は
奈
良
・
長
谷
寺
所
蔵
品
、
奈
良
・
聖
林
寺
所
蔵

品
な
ど
を
知
る
が
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
所
蔵
の
六
角
堂
能
満
院
仏
画
粉
本
に
は
、

江
戸
時
代
の
嘉
永
三
年
、
六
年
、
七
年
（
一
八
五
〇
、
五
三
、
五
四
）
に
写
さ
れ

た
三
パ
タ
ー
ン
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
曼
荼
羅
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
近
世
に
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お
け
る
そ
の
図
像
流
布
が
知
ら
れ
る
（『
六
角
道
能
満
院
仏
画
粉
本

仏
教
図
像

聚
成

上
巻
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
収
録
）。
長
谷
寺
本
、
六
角
堂
図
像
と
い
っ

た
近
世
の
作
例
に
つ
い
て
は
、
徳
島
東
福
寺
に
調
査
に
う
か
が
っ
た
際
に
ご
教
示

を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
26
）
永
島
福
太
郎
「
三
社
託
宣
の
発
生
と
そ
の
流
布
」
同
『
奈
良
文
化
の
源
流
』
中
央

公
論
社
、
一
九
四
四
年
。
同
「
三
社
託
宣
の
源
流
」『
日
本
歴
史
』
五
一
二
、
一
九

九
一
年
一
月
。

（
27
）
た
だ
し
永
島
福
太
郎
氏
は
、
註
26
に
挙
げ
た
参
考
文
献
（
一
九
九
一
年
）
で
、
筆

者
名
は
な
い
が
筆
跡
か
ら
経
覚
筆
と
断
定
で
き
る
三
社
託
宣
幅
を
寓
目
し
た
と
述

べ
る
。
ま
た
筆
者
も
、
永
島
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
幅
と
同
一
か
は
不
明
だ
が
、
本
図

に
近
似
す
る
筆
跡
で
、
経
覚
筆
と
し
て
南
都
に
伝
来
し
た
三
社
託
宣
の
掛
幅
を
寓

目
し
た
こ
と
が
あ
る
。

49 ���� 17・18 (2017)

／鹿園雑集　１７・１８号／１７・１８号／新所蔵の「最勝曼荼羅」について０３ 2017.02.07 18.11.28 Page 137



奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
十
七
号
・
第
十
八
号

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物
館

〒
六
三
〇‐

八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印
刷
・
製
本

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地

／鹿園雑集　１７・１８号／１７・１８号／学芸部研究活動報告２７年０８ 2017.01.31 16.08.33 Page 157




